
 
 
    

 
戦後８０年、被爆８０年。核兵器禁止条約の締約国会議にオブザーバー参加もしない日本政府は、二枚舌の詭弁。 

政府はまた、原発政策の暴走ぶりも度を増しています。しかし、ウソで塗り固められた政策に、だまされる国民も 

黙っている国民も責任があります。一体なぜこんな横暴がまかり通っているのか、その経緯とカラクリを見極める 

ことによって、打開の方法も見えてきます。 

それは別の言い方をするならば、核政策を維持したい者たちにとって、何がいちばん困ることかを考えることでも 

あります。歴史に学ぼう。そして、相手の急所にくさびを打ち込むことを決意しましょう。力を合わせ、諦めない 

心と一点集中をもってすれば、必ず道は開けます。核と原発はひとつながり。この事実をしっかりと認識し、いち 

ばん有効と思う方法を探し出しましょう。 
 

   ２０２５年３月１３日（木）１４：００～１５：３０ 
       参議院議員会館１０２会議室 
      講演：内藤新吾さん（日本福音ルーテル稔台教会牧師・原子力行政を問い直す宗教者の会事務局） 

      ◎各党国会議員の方々から連帯のご挨拶をいただきます。 
 

主催 平和をつくり出す宗教者ネット 
協賛 平和を実現するキリスト者ネット 
   カトリック正義と平和協議会 

基地のない沖縄をめざす宗教者の集い 
連絡先 ０９０−６７１１−５５７３（江上） 

                                     ファックス ０３−３４６１−９３６７ 

「核と原発、日本政府の欺瞞」〜そして私たちのすべきこと〜 
宗教者・市民集会 
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